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　目的；　水道水を再生して、水の本質的性質としての水素結合のネットワークの大きさ、

すなわちクラスターの検討を行った。これが小さいと人間の味蓄のサイズに水クラスター

が適合して、「うまい水」となる。そこで水を静電場処理し、その物性（ｐＨ、導電率、

表面張力、NMR）を測定し、一般水道水との間に良好な差異を見出し、再利用するサイ

クルのシステムを企画し、住宅への応用、問題等について考察した。

　考察；　静電場処理水（処理水という）はHUS装置で、水道水に電子発生装置で静電

圧を印加した（4h t連続）。PHはカスタニーLAB-pHメーターにより、処理水と

水道水の経時変化をみた。導電率はカスタニーＬＡＢ導電率計を使用。水道水との導電率

の差をみた。表面張力はＤＣＡ－２０型円環法により、コンピュータで自動計算をした。

NMR （核磁気共鳴）分光法は物質の構造解析の手法として最良であった。超伝導磁石の

開発による高磁場化のにより、水素核（プロトン）のみでなく、I3Cなどほとんどの核種

の測定ができた。

　結果；　PHでは、水道水７、処理水は８程度、経時変化に差異はなく、飲料水の水質

基準の範囲内であった。導電率は処理水がかなり高く、イオンが多いことを示した。表面

張力には有意差がなかった。また水道水と処理水の'^0－NMRスペクトルの比較により、

シグナルの半値幅は?, 0 %減少した。すなわち、かなり性質の違った水に改質されるので、

嗜好面・健康面での応用が検討される。更に、住宅への高度処理について考察した。

2Wp-3　　　　集合住宅における浅型ストレーナーの水質改善効果の検証

　　　　　　　　　水環境にやさしい台所ストレーナーの開発(その1)
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　(目的)水環境の悪化がクローズアップされており、現在では台所排水がその汚染源の主

因になっている。台所排水の水質汚濁を改善するための一方策としてストレーナーにゴミ

をためられないようにすることが考えられる。本研究ではこの条件を満たす浅型ストレー

ナーを開発、試作し、集合住宅居住者をモニターとして、その水質改善効果を調べること

を目的とする。既に浅型ストレーナーの効果は調理実験では検証済み(註)であるが､実際の

集合住宅において使用した場合の効果を検証していない。そこで。生活環境に関する水質

基準項目BOD COD ss T-P Ｔ-Ｎの5項目について排水を分析し、その効果を明らかにする。

　(方法)4ヵ所の集合住宅約270軒を対象として、現状の排水を３日間に渡り採取した。そ

の後、浅型ストレーナ一に取り替え1週間～10日間使用させ、その間3日に渡り排水を採っ

た6採取した水を分析し、深型と浅型の差を検討した。なお、1力所では2ヵ月間毎週金曜

日にパックテストを行い、排水の傾向を長期的に把握することを試みた。

　(結果及び考察)パックテストは、河川の水質を調べるものであったため、台所排水を検

査すると、汚濁濃度が高く濁っており検査できる範囲を超えていた。パックテストでは長

期的な台所排水の水質を測定することは困難であることが判明した。台所排水の配管が独

立して設置されている集合住宅では、ストレーナーの違いによる影響が反映され、浅型に

よる水質改善効果が見られた。台所排水のみを採取できなかった3ヵ所の集合住宅において

は、その使用効果を実際に検証することができなかった。　　、註1 B本建築掌会近畿支部研究報告集l994.*環

境を配慮した台所浅戯ｽﾄﾚｰﾅｰの提案とその性鮑そのI固形ｺﾞﾐ捕集量の測定　汗のお化李的水質汚mmの測定
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